
























































Visual Display Terminal作業ガイドラインに沿った 
教育分野における情報機器利用時の留意事項と課題
平 　 和 樹 1）＊， 宮 本 友 弘 2）
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4.2．ISO 9241-303における視認性要求




































































要求事項を中心に，各主要分野の概要を述べる．  7 
 8 
表 1 ISO 9241-303 における要求事項の主要分野 9 
観視条件（Viewing Conditions） 
輝度（Luminance） 
設置環境（Special Physical Environments） 
視認性アーチファクト（Visual Artefacts） 
可読性と読みやすさ（Legibility and Readability） 
情報コーディングの可読性（Legibility of 
Information Coding） 
グラフィックスの可読性（Legibility of Graphics） 
忠実性（Fidelity） 
 10 





成人の最短視認距離を考慮して 300mm を下回らない16 
ことが求められている． 17 














500lx において反射率 80%のポジティブ表示を行うオ32 
フィスアプリケーションの場合，ディスプレイの輝度33 
が 100～150cd/m2 の範囲にあることを推奨されること34 
が多い，と記載されている． 35 














下を避けるため 必要に応じて ンチグレア処理や反50 
射防止処理を施し 避けられない反射成分を可能な限51 
り小さくすることが求められている． 52 
4.2.5. 可読性と読みやすさ（Legibility and Readability） 53 
ディスプレイに表示された文字の可読性を確保する54 
ために留意すべき事項を挙げており，4.2.2 と同様，55 




4.2.6. 情報コーディングの可読性（Legibility of 60 
















































































































































2017 年度には 28.1%と 4 年前に比べ 7.5%増加し，講義8 







回答）によれば，利用する ICT 機器について自己所有16 
の PC と回答した学生は 84.8%に達したが，スマート17 
フォンを利用する学生も 22.5%，タブレット端末利用18 








基づき，学校環境衛生基準が平成 21 年（2009 年）に27 
定められ，その後平成 30 年（2018 年）に一部改正さ28 
れた（文部科学省 2018b）．学校環境衛生基準において29 






















の机上の照度は，500 ～ 1000 lx 程度
が望ましい． 
(エ) テレビやコンピュータ等の画面
の垂直面照度は，100 ～ 500 lx 程度が
望ましい． 
(オ) その他の場所における照度は，工
















5.4.1. 「デジタル教科書」使用基準の設定 45 
平成 30 年（2018 年）に学校教育法等の一部を改正46 
する法律が公布され，法律が施行される平成 31 年47 
（2019 年）4 月 1 日から「デジタル教科書」が小中高48 
等学校に導入された．これに伴い，学校教育法第三十49 
四条第二項に規定する教材の使用について定める件50 
（平成 30 年文部科学省告示第 237 号）が平成 30 年51 
表 2 　教室等の照明環境に係る学校環境衛生基準
─  274  ─






































































（2018 年）12 月 27 日付けで公布された（文部科学省 1 
2018c）．そこでは，「デジタル教科書」を使用する授業2 
















30 分に 1 回，20 秒程度画面から目を離して目を休め19 
るよう指導すること，端末画面との視距離について，20 
20cm の視距離を避け，30～50cm 離して見ることが必21 
要，との意見が最終報告に盛り込まれた． 22 
5.4.2. 「ICT 活用ガイドブック」の発行 23 
「デジタル教科書」の制定に先立ち，平成 23 年度24 
（2011 年度）から平成 25 年度（2013 年度）にかけて25 
実施された，文部科学省「学びのイノベーション事業」26 
において，授業で ICT 機器を使う際に，生徒の健康に27 
どのような配慮を行うべきかをまとめた，「ICT 活用ガ28 
イドブック」（正式名「児童生徒の健康に留意して ICT29 




とめたものとなっている（表 3）． 34 
タブレット PC の利用については，改善の方策のポ35 
イントとして，姿勢に関する指導，画面への映り込み36 
の防止，使いやすさへの配慮が挙げられている．この37 




ては，児童生徒の視線とタブレット PC の画面を直交42 
する角度に近づけることで画面が見やすくなるよう，43 























会・子どもの ICT 活用委員会は，教員だけでなく児童59 
生徒にも理解できる実用的なガイドライン（以下「子60 
どもの ICT 活用ガイドライン」と表記）の作成を目指61 
した活動を行い学会 Web サイトに公開した（江川 62 
2012; 柴田ほか 2016; 2017; 2019a）．この Web サイト63 
では，授業での ICT 機器利用を想定し，「ICT 機器を用64 
いる教室環境」と，「学習者用コンピュータを用いる学65 
習場面」に分けて留意事項が示されている（日本人間66 

































































東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 7号 2021 
いやすい機器配置，の 5 項目についてその対応策や工1 
夫点が示されている．また，「学習者用コンピュータを2 




機器を活用することが期待されている（表 4）． 7 
 8 
























5.5. ICT 機器利用に際しての健康懸念調査状況 12 
学校教育を対象とした VDT 作業に関する研究事例13 
としては，東海地区の大学，短大，高等専門学校にお14 
けるコンピュータ実習室について，4 施設 321 名の学15 
生を対象にアンケート調査を行った研究事例がある16 
（Kamei et al., 2007）．この研究結果では，VDT 作業時17 
に精神的疲労，肉体的疲労，頚肩腕部疲労を感じた学18 












か月後の 2 度，タブレット端末を使った学習への健康31 
懸念についてのアンケートを実施した．その結果，懸32 
念された項目として 18 項目の中から回答が多かった33 
順に，視力の低下，目の疲労，長時間の利用が挙げら34 
れ，タブレット端末導入前に比較して導入後に各々懸35 
念が増加した結果が得られた（柴田ほか 2019b）． 36 
教室でのタブレット端末利用における疲労との関係37 








童は 61%を占めた．ま ，疲労部位として最も多く指46 






5.6. 「情報機器作業ガイドライン」及び ISO 9241-53 
303 からみた学校教育における ICT 機器の利用 54 
本節では，現行の VDT 関連ガイドラインである「情55 
報機器作業ガイドライン」及び，ディスプレイの視認56 
性要求をまとめた国際標準規格 ISO 9241-303との比較57 
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東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 7号 2021 
とから，ICT 機器利用時の大きな課題の一つであると1 
いえる．その一方で，児童自身が映り込みを認識して2 


















標準規格 ISO 9241-303 からみた，学校教育における21 
ICT 機器利用時における留意事項と課題を述べた．こ22 
れらを表 5 にまとめて示す． 23 
 
表 5 学校教育における ICT 機器利用時の留意事項と課題 


















時間 ・連続作業時間の制限と適度な休憩 ・授業間及び授業中の休憩時間確保と継続的な指導 
 
6. ま めと今後の研究課題 1 




た．また，「情報機器作業ガイドライン」など VDT 作6 
業関連ガイドライン，ディスプレイの視認性要求につ7 
いての国際標準規格，ISO 9241-303 について，VDT 作8 
業に対しどのような留意事項，ガイドラインが示され9 
ているかを概説した． 10 


















表 5 　学 ICT と課題
─  278  ─













































































Part  2:  Ergonomic  requirements  for  flat  panel 
displays”
─  279  ─
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ISO （2008） ISO 9241-300:2008 “Ergonomics of human-
system  interaction  -  Part  300:  Introduction  to 
electronic visual display requirements”
ISO （2011） ISO 9241-303:2011 “Ergonomics of human-







Operation  in  Computer  Laboratories”,  Japanese 


































































健 統 計 調 査 報 告 書）」, https://www.mext.go.jp/
content/20200319-mxt_chousa01-20200319155353_1-3.
─  280  ─
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